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第 1 章は緒論であって， レーザーによる核融合プラズマの生成に関する従来の研究経過から問題点
を示し，本研究の必要性と目的を明らかにしている。










第 5 章は，エネルギー輸送に関して行った実験結果を述べている。高 Z数物質 (Z :原子番号)を
用いたターゲット中では，低 Z数の場合に比較して，内部へのエネルギー輸送量が増大する。これは
プラズマ中の轄射X線がさらに内部において再吸収を受けるためであることを述べ， さらに低 Z数薄
円iウi?
膜を裏打ちした二重構造ターゲットでは 衝撃波発生のための衝撃効果が大きくなることを明らかに
している。
第 6 章は結論であって，本研究で得られた主な成果を取りまとめ記述している。
論文の審査結果の要旨
本研究は，レーザーによるプラズマ加熱過程の解明を行ったもので，得られた成果を要約すると次
のようである。
(1) レーザ一光がプラズマから散乱される状態を実験ならびに理論的に検討を加え，レーザ一光の強
度により種々の異常吸収過程が導入されることを明らかにし，あわせてレーザ一光の光圧によりプラ
ラズマの密度が変動し，その結果散乱光のスペクトルに自己変調がかかることを解明している。
(2) 異常吸収の素過程を研究するため衝撃波によるイオン加熱を取り上げ，無衝突プラズマ内で、のラ
ンダウ減衰が異常吸収に寄与することを明白にしている。この方法により非マクスウェル速度分布
の出現が確かめられ，異常吸収の過程が明らかにされた。
(3) プラズマに吸収されたエネルギーが内部ヘ輸送される過程はレーザー核融合にとってきわめて重
要な現象である。爆縮効果を最大ならしめる条件を電算機シミュレーションにより求めている。
またエネルギー輸送の状態を実験により検証するため，多層構造のターゲットにレーザ一光を照射
し，その持性よりシミュレーシヨンの結果の正しさを裏付けている。
以上の研究成果は核融合工学ならびにプラズマ物理学に寄与するところ大であり博士論文として価
{直あるものと認iめる。
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